
「IoT for ビジネス革新研究会」提言 

≪国内IoT活用推進のための４つのポイント≫ 

1. 経営トップはIoT活用推進の司令塔となれ 

2. デジタルトランスフォーメーションがもたらす 

  変革のステージを見極めよ 

3. 業界のIoTを標準化・プラットフォーム化し共有せよ 

4. IoTを活用できる体制を早急に整備せよ 
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提言１ 経営トップはIoT活用推進の司令塔となれ 

トップダウンによるIoT推進は成功の鍵。 

成功前提のIoT活用はない。失敗をおそれず挑戦しつづけねばならないと認識すべき。 

エラーを許す文化を経営が醸成し、現場やミドルマネジメント層が積極的に動ける環境が必要。 

トップ 

ミドル 

ボトム 

新しい顧客価値・ビジネスモデルビジョン 

サービス化 スマート化 

ソーシャル化 オープン化 

＜トップ自身の役割＞ 
• ＩｏＴ活用のビジョンを創造せよ 
• スモールスタートとトライアンドエ
ラー（Lots of PoC）の両輪で、ＩｏＴ
変革を実現せよ 

ミドルによるＩｏＴ活用推進サイクル 

ＩｏＴ 
活用 

方向性 

ＩｏＴ 
導入 
テスト 

ＩｏＴ 
導入 
検証 

＜トップのミドルに対する役割＞ 
• 成功前提のIoT活用はなく、失敗
を恐れずに挑戦し続けさせよ 

• 挑戦し続けられる文化を創造せよ 
• 挑戦し続ける姿を評価せよ 

修正 主導 

ＩｏＴに慣れる・使う 

ＩｏＴの積極 
活用による 
効用理解 

ＩｏＴとの 
協調による 

オペレーション 

ＩｏＴへの 
挑戦マインド 

＜トップのボトムに対する役割＞ 
• ＩｏＴを積極的に活用し、効用を実
感させる機会を与えよ 

• ＩｏＴとの協調することで業務ＱＣＤ
が向上することを理解させよ 

• ＩｏＴへの挑戦マインドを植え付けよ 

修正 主導 

Lots of PoC 

Ｓｍａｌｌ Ｓｔａrｔ 

Build Vision 

※PoC（Proof of Concept：概念実証） 
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提言２ デジタルトランスフォーメーションがもたらす変革のステージを見極めよ 

ビックデータ ＡＩ 

アプリーケーション（ＣＰＳ） 

センサ ＰＬＣ 
自動化 
ロボット 

３Ｄプリンタ 

生産システム 

サプライヤ 顧客 

ＩｏＴ 

最
適
化
・自
律
化 

マスカスタマイゼーション 
オンデマンド生産 
オンリーユーマーケティング 

Smart Product 

クラウド技術 

顧客起点プロダクトイノベーション 
（ＵＩからＵＸへ） 

価値提供プロセスイノベーション 
（プラットフォーム構築） 

オープンイノベーション 
（サプライチェーン連携） 

Smart Factory Smart Logistics 

ものからコトへ顧客価値を再定義
せよ（ＣＢＭ、従量課金制など） 
 ※Condition Based Maintenance 

ＩｏＴプラットフォームを使った新たし
い価値提供プロセスを構築せよ
（ｼｰﾒﾝｽ：Industrie4.0、GE:Predix） 

顧客提供価値を最大化させるため
に、サプライヤ（または同業種、異
業種間）で強みを統合化させ、連
携を深めよ 

今見えているベネフィットや現在の価値観を超えて、変革のステージを創造せよ。 
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提言３ 業界のIoTを標準化・プラットフォーム化し共有せよ 

各業界で実現されたプラットフォームとその共有化を推進し、グローバルで競争できる土壌を構築せよ。 

 

業界で一致団結し、 
グローバル競争に勝つ 

アプリーケーション 
（モニタリング、最適化など） 

アプリケーションプラットフォーム 
（開発・実行環境） 

データ解析エンジン 
（アルゴリズム） 

顧客/製品のデータベース 
（ビックデータ） 

標準化・プラットフォーム化 

何を標準化、プラットフォーム化するか？ 

＜標準化・プラットフォーム化の狙い＞ 
• 世界では政府、企業間で連携が進む中で、日

本もグローバルに負けないスピード感でＩｏＴを
活用推進できる。 

• ビックデータ、ソフトウェア開発、ＡＩ導入、セキュ
リティなどのＩｏＴプラットフォーム構築費用の増
大による固定費の増加を低減できる。 
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提言４ IoTを活用できる体制を早急に整備せよ 

大切なのは、「今」やること、つかうこと、チャレンジすること。 

若いIT人材を多く登用し、IoT推進に関し、IT部門が率先して働きかけを行い、社内でITに多くの味方を作るというこ
とが必要である。 

 

推進担当者にはエースをあて、全社的にバックアップせよ 
（トップはミドルが動きやすいように阻害要因を取り除けよ） 

自社がやることと、やらないことを決めて、外部との連携を進められる 
体制を整備し、オープンイノベーションを加速させよ 

デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）は、業務の自動化だけでは 
実現できないことをＩＴ部門は全社に働きかけよ 

失敗しても担当者が不利にならない、何度でも挑戦できる、 
評価制度を構築せよ 

全社 
バックアップ 

選択と集中と 
オープン化 

ＤＸビジョン 
浸透活動 

挑戦意欲が 
沸き立つ 
評価制度 

国内ＩｏＴ活用推進はスピードが肝要 


